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③ 「 日 本 発 」 の 近 代 哲 学

( 1 ) [ １ ]幾 多 郎

１ ← 自 ら の 禅 体 験[２ ]経 験

… 主 客 未 分 で 具 体 的 ・ 直 接 的 な 経 験 e x . 音 楽 に 没 頭

認 識 す る 自 已 （ 主 観 ） と 、 認 識 さ れ る 対 象 （ 客 観 ） が 区 分 さ れ て い な い 状 態

ａ 知 ・ 情 ・ 意 が 未 分

ｂ 個 人 と し て の 自 我 で な く 「 そ れ 以 前 の 自 分 」、

ｃ 真 の 実 在 （ い の ち ） と 一 体

比 ： 西 洋 の 近 代 哲 学 は 、 二 項 対 立 的 な 分 析 が 中 心

精 神 と 物 質 、 自 我 と 外 界 e t c ．

２ 絶 対 矛 盾 の 自 己 同 一

… 決 し て 相 容 れ な い 対 照 的 な も の 同 士 が 、

本 質 的 に は お 互 い を 自 己 と し 合 う よ う に 一 つ で あ る こ と

e x . 過 去 現 在 未 来

… と も に 歴 史 を 構 成 し 、 責 任 を 果 た す

自 己 人 格 他 者

… と も に 社 会 を 構 成 し 、 善 を な す

『 [３ ]の 研 究 』３

… 西 洋 の 知 性 と 東 洋 の 信 仰 心 を 統 合

理 性 的 自 我 自 我 意 識 の 根 底 の 場

＝ 鋭 さ ＝ 深 さ ← 芸 術 的 直 感 や 宗 教 的 心 情 で ｢感 得 ｣さ れ る

c f . 「 深 さ と し て の 東 洋 の 信 仰 心 は 、 鋭 さ と し て の 西 洋 の 知 性 の 土 台 」

∴ 両 者 の 対 立 を 否 定

[４ ]哲 郎( 2 )

１ 『 人 間 の 学 と し て の 倫 理 学 』 … 人 間 と は で あ る[５ ]的 存 在

「 に ん げ ん 」 と 「 じ ん か ん 」 で 区 別 人 間 を 「 に ん げ ん （ 個 人 的 存 在 ） と し て と ら え る 西 洋 思 想 に 対 し て 「 じ ん か ん 」 と と ら え た 人 間 観」 、

→ 西 洋 の 個 人 主 義 （ ＝ 「 に ん げ ん 」 ∵ メ ン バ ー 一 人 ひ と り を 重 視 ） と

東 洋 の 共 同 体 的 心 情 （ ＝ 「 じ ん か ん 」 ∵ チ ー ム 全 体 を 重 視 ） を 統 合

c f . 両 者 の 対 立 を 、 弁 証 法 的 に 止 揚 す る e x . O n e f o r a l l , A l l f o r o n e .

『 [６ ]』２

ａ （ イ ン ド e t c . ） → 受 容 的 ・ 忍 従 的[７ ]型

ｂ （ ア ラ ビ ア e t c . ） → 戦 闘 的 ・ 服 従 的[８ ]型

e x . 一 神 教

ｃ （ 欧 米 ） → 人 工 的 ・ 合 理 的[９ ]型

e x . 人 間 が 自 然 や 神 を コ ン ト ロ ー ル で き る

M E M O e t c .


